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Serial Dilutions of Antibody
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、2つのIg様C2型ドメインと1つのIg様V型ドメインを有する、1回膜貫通型のI型膜糖タンパク質をコードしています。このタンパク質は、接着結合の細胞膜構成要素の一つです。また、単純ヘルペスウイルスおよび仮性狂犬病ウイルスの特定の変異株の侵入経路としても機能し、これらのウイルスの細胞間伝播に関与しています。この遺伝子の変異は、多発性硬化症の重症度の違いと関連していることが知られています。異なるアイソフォームをコードする代替転写スプライスバリアントが特徴付けられています。
	研究分野
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	CD112 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Ramos 細胞のフローサイトメトリー分析。

